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橋
はし
場
ば
 清
せい
廣
こう
 議員

４
月
か
ら
、
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
で

議
会
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

②
子
育
て
の
不
安

③
所
得
向
上
・
雇
用
創
出
・
担
い
手

育
成
に
対
す
る
不
安

④
環
境
問
題
や
災
害
時
の
不
安

⑤
人
口
減
少
に
対
す
る
不
安

こ
れ
ら
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

の
施
策
を
柱
に
据
え
、
新
年
度
予
算

を
取
り
ま
と
め
て
い
く
考
え
で
す
。

来
年
度
は
、
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
最
終
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。

議
員  

鈴
木
町
政
２
期
目
の
町
づ
く

り
に
対
す
る
、
新
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
は
。

町
長  

町
民
が
日
常
生
活
で
感
じ
て

い
る
「
不
安
」
を
解
消
し
て
い
く
こ

と
が
、
本
当
の
豊
か
さ
や
幸
せ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
「
不
安
」
を
一
つ
ひ
と
つ

解
消
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
最
も
優

先
し
て
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
２
期
目
の
ス
タ

ー
ト
と
な
る
新
年
度
予
算
編
成
は
、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
を
基
本
方
針
と
し
、
各
種
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
考
え

で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
き
く
分
け
て

次
の
５
つ
の
不
安
を
解
消
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
健
康
・
医
療
の
不
安

厳
し
い
財
政
環
境
下
に
お
い
て
も

諸
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
、
町
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
、
事
務
事
業
の
統
廃
合
や
再

構
築
を
積
極
的
に
進
め
、
優
先
度
、

緊
急
度
に
よ
る
選
択
を
行
い
、
限
ら

れ
た
財
源
の
効
率
的
か
つ
有
効
的
な

活
用
に
努
め
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
の
予

算
編
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答
弁
の
検
討
事
項

テ
レ
ビ
で
報
告
を

議
員  

質
疑
に
対
す
る
答
弁
で
「
検

討
し
ま
す
」
と
答
え
る
こ
と
が
あ
る

が
、
答
弁
は
議
員
の
み
な
ら
ず
町
民

に
対
し
て
の
答
弁
で
も
あ
り
、
重
要

課
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
時
期
を
捉

え
、
検
討
結
果
の
報
告
を
テ
レ
ビ
で

放
送
で
き
な
い
か
。 予

算
編
成
の
基
本
方
針
は

不
安
解
消
の
施
策
を
柱
に
据
え
る

議
会
へ
の
報
告
は

法
に
沿
っ
て
履
行

町
長  

テ
レ
ビ
で
の
議
会
中
継
は
、

町
民
の
方
々
の
町
政
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
り
、
町
政
へ
の
積
極
的
な
参

加
意
欲
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
　

こ
れ
ま
で
の
答
弁
に
お
い
て
「
検

討
し
ま
す
」
と
答
弁
申
し
上
げ
た
事

項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
真し
ん
摯し

に

検
討
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
権
限
と
し
て
、
法
律
上
議

会
へ
の
報
告
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
義
務
を
履
行
し
て
い
き
ま
す
。

　現
行
制
度
の
中
で
対
応
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
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柴
しば
田
た
 勇
いさ
雄
お
 議員

台
風
15
号
の
大
雨
に
よ
り

流
失
し
た
町
道
冠
者
沢
線

量
が
20
㍉
以
上
の
降
雨
が
５
回
あ
り
、

ま
と
ま
っ
た
降
雨
で
土
砂
災
害
が
発

生
し
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
台
風
15
号
の
通
過
に
伴
う
大
雨

（
総
降
雨
量
１
２
３
㍉
）
に
よ
り
町

内
全
域
に
わ
た
っ
て
被
災
し
た
も
の

 

議
員  

各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
15
号
に
関
し
て
、
次
の

４
件
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
町
全
体
の
被
災
状
況
と
被
害
の
大

き
か
っ
た
被
災
箇
所
（
被
災
場
所
）

に
つ
い
て

②
降
雨
量
と
被
災
状
況
の
関
連
分
析

に
つ
い
て

③
被
害
状
況
報
告
会
開
催
の
所
感
と

主
な
住
民
要
望
に
つ
い
て

④
復
旧
事
業
の
進
め
方
等
、
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

町
長  

①
町
内
全
域
の
被
災
状
況
で

す
が
、
河
川
が
16
河
川
で
39
カ
所
。

町
道
が
16
路
線
で
27
カ
所
。
農
業
用

施
設
（
農
地
、
林
道
含
む
）
が
13
地

区
38
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た

箇
所
は
、
平
船
・
垂
柳
地
区
で
、
農

道
・
林
道
合
わ
せ
て
１
億
７
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
今
回
は
台
風
の
通
過
以
前
に
日
雨

で
す
。

③
地
区
ご
と
に
町
か
ら
の
情
報
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
方
々
か

ら
の
被
災
状
況
を
確
認
す
る
機
会
に

も
な
り
、
開
催
意
義
の
大
き
い
報
告

会
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
参
加

者
か
ら
も
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

評
価
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
歩

道
や
側
溝
修
繕
の
要
望
、
河
川
内
の

倒
木
処
理
、
増
水
の
た
び
に
冠
水
し

作
物
に
被
害
が
出
る
こ
と
か
ら
、
河

川
改
修
を
望
む
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
屋
外
告
知
放
送
が
聞
こ
え

な
い
場
所
の
解
消
を
求
め
る
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
。

④
こ
れ
か
ら
の
現
地
査
定
に
よ
り
事

業
費
が
確
定
し
ま
す
。

今
後
の
予
定
は
国
へ
の
補
助
手
続

き
等
を
進
め
、
年
明
け
後
に
補
正
予

算
を
お
願
い
し
、
国
の
補
助
金
交
付

決
定
と
配
分
を
受
け
次
第
、
順
次
工

事
を
発
注
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
農
地
に
つ
い
て
は
来
年
の

耕
作
に
間
に
合
う
よ
う
早
期
の
復
旧

に
努
め
ま
す
。

消
防
屯
所
の
整
備

負
担
の
あ
り
方
は

議
員  

消
防
団
員
の
防
災
活
動
拠
点

と
な
る
消
防
団
屯
所
整
備
の
地
元
負

担
の
実
態
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

補
助
基
準
見
直
し

負
担
を
大
幅
軽
減

町
長  

屯
所
整
備
へ
の
地
元
負
担
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
負
担
の
適
正

化
の
観
点
か
ら
、
平
成
23
年
度
に
補

助
基
準
事
業
費
、
補
助
率
、
基
準
面

積
を
引
き
上
げ
、
地
元
負
担
の
大
幅

な
軽
減
を
図
る
な
ど
、
内
容
を
大
き

く
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

台
風
15
号
の
被
災
状
況
と
そ
の
復
旧
は

被
害
は
町
内
全
域
に
及
び
、早
期
復
旧
に
努
力
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山
やま
岸
ぎし
はる美

み
 議員

二ツ石地区に設置されている施設案内板

と
は
可
能
で
す
が
、
風
評
被
害
等
、

町
全
体
、
各
農
家
の
影
響
額
の
把
握

は
難
し
い
状
況
で
す
。

盛
岡
広
域
振
興
局
と
町
幹
部
と
の

意
見
交
換
会
で
も
、
本
町
の
公
共
施

設
の
活
用
と
市
場
で
の
流
通
の
促
進

を
強
く
要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
関

係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
迅
速
な
情

報
提
供
と
速
や
か
な
損
害
賠
償
請
求

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

緊
急
車
両
の
通
行

幅
員
が
狭
く
難
儀

議
員  

五
日
市
地
区
の
シ
ッ
ペ
ナ
イ

沢
沿
い
の
道
路
は
、
幅
員
も
狭
く
、

緊
急
車
両
等
が
通
行
す
る
際
に
難
儀

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
改
良
、

整
備
の
考
え
は
。

町
内
全
体
を
対
象

計
画
的
に
整
備
を

町
長  

比
較
的
小
規
模
な
道
路
は
、

議
員  

東
京
電
力
の
原
発
事
故
の
影

響
に
よ
り
、
市
場
価
格
の
下
落
と
成

牛
市
場
が
中
止
と
な
り
、
廃
用
牛
を

出
荷
で
き
な
い
な
ど
、
畜
産
、
酪
農

経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
そ

の
影
響
額
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
損
害

賠
償
請
求
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
と
、
賠
償
請
求
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
町
の
対
応
は
。

町
長  

次
の
点
で
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。「
農
家
が
廃
用
牛
の
処
理
に

苦
慮
」「
市
場
が
滞
留
」「
市
場
価
格

の
低
迷
」
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
東
京
電
力
原
子

力
発
電
事
故
農
畜
産
物
損
害
賠
償
対

策
協
議
会
」
が
取
り
ま
と
め
た
本
町

の
初
任
牛
と
和
牛
仔
牛
の
８
月
、
９

月
分
の
請
求
額
は
、
６
１
２
万
円
と

聞
い
て
い
ま
す
。

出
荷
頭
数
と
過
去
の
市
場
価
格
と

の
差
額
か
ら
影
響
額
を
試
算
す
る
こ

国
等
の
補
助
基
準
に
該
当
し
な
い
こ

と
か
ら
、
町
単
独
事
業
と
な
り
、
整

備
の
行
き
届
か
な
い
箇
所
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
切
削
材
を
利
用
し
た
簡
易

舗
装
や
側
溝
の
設
置
な
ど
、
優
先
度

を
見
極
め
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。道

路
の
案
内
標
識

充
実
す
る
考
え
は

議
員  

３
月
11
日
の
大
震
災
に
よ
る

原
発
事
故
以
来
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

原
発
事
故
、畜
産
等
へ
の
影
響
額
と
対
応
は

影
響
額
は
、８
月
・
９
月
の
２
カ
月
で
６
１
２
万
円

ギ
ー
に
取
り
組
む
町
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
町
を
訪

れ
る
人
が
増
加
し
て
い
る
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
設
や
観
光
施
設
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
、
た
び
た
び
道

を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

町
内
の
主
要
施
設
へ
の
案
内
標
識

を
充
実
す
る
考
え
は
。

観
光
案
内
地
図
を

商
店
な
ど
に
置
く

町
長  

町
内
施
設
へ
の
案
内
機
能
は

あ
る
程
度
の
水
準
に
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
町
外
の
方
々

が
立
ち
寄
り
や
す
い
店
舗
な
ど

に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
案
内

地
図
を
置
い
て
も
ら
う
な
ど
、

町
の
好
感
度
が
上
が
る
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
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馬
ま

 渕
ぶち

  文
ふみ

 雄
お

 氏

補
　正
　予
　算

◆
一
般
会
計

４
１
１
０
万
円
を
追
加
し
、
53
億

７
９
９
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
被
災
地
生
徒
等
受
入
支
援
事
業
費

補
助
金
　
　
　
　
　
　
　71
万
円

◇
電
柱
等
支
障
移
転
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　８
０
０
万
円

◇
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
通
信
用
資
材
購

入
費
　
　
　
　
　
　４
９
０
万
円

◇
農
地
災
害
復
旧
対
策
事
業
費
補
助

金
　
　
　
　
　
　
　３
５
０
万
円

◇
く
ず
ま
き
型
農
畜
産
物
加
工
ブ
ラ

ン
ド
力
強
化
支
援
事
業
費
補
助
金

80
万
円

◇
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
等
施
設
管
理
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

◇
農
道
管
理
経
費
　
　１
２
０
万
円

◇
江
刈
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
県
営
事
業
負
担
金４

５
０
万
円

◇
観
光
事
業
経
費
　
　１
２
０
万
円

定
例
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

会  計  名 補  正  額 補正後予算額

簡 易 水 道
事 業 0円 1億8,103万円

(歳出予算の組み替え）

農業集落排
水 事 業 1,087万円 2億1,047万円

後期高齢者
医 療 事 業 373万円 7,018万円

（１万円未満は四捨五入）

◇
道
路
維
持
管
理
経
費
２
７
０
万
円

◇
塚
ノ
沢
線
道
路
改
良
事
業
費

９
７
４
万
円

◇
大
沢
中
崎
線
道
路
改
良
事
業
費

４
６
８
万
円

◇
消
防
施
設
整
備
管
理
経
費

２
０
２
万
円

◆
特
別
会
計

特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

請
　負
　契
　約

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
工
事

・
契
約
金
額
　１
億
４
６
９
５
万
円

・
契
約
相
手
　岩
舘
電
気
株
式
会
社

・
工
事
期
限
　平
成
24
年
３
月
21
日

臨
時
会

₁₁
月
₂₈
日

条
　例
　改
　正

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
改
正

人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
職
員
の
月

額
給
与
を
平
均
０
・
２
３
㌫
減
額
し

ま
し
た
。

1
月
₂₀
日

補
　正
　予
　算

◆
一
般
会
計

４
億
６
７
９
５
万
円
を
追
加
し
、

58
億
４
７
８
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
台
風
15
号
被
害
に
係
る
災
害
復
旧

費
　
　
　
　４
億
３
０
９
１
万
円

◇
葛
巻
町
災
害
復
興
基
金
積
立
金
　

２
６
７
４
万
円

条
　例
　改
　正

◆
葛
巻
町
災
害
復
興
基
金
条
例

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向

け
た
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に

充
て
る
た
め
、
新
た
に
基
金
を
設
置

し
ま
し
た
。

基
金
に
は
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
基
金
市
町

村
交
付
金
を
積
立
て
す
る
も
の
で
、

交
付
内
示
額
は
、
２
６
７
４
万
６
千

円
で
す
。
基
金
の
設
置
期
間
は
、
平

成
25
年
度
末
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

人
　事
　案
　件

町
の
監
査
委
員
（
知
識
経
験
者
１

人
・
議
会
選
出
１
人
）
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

知
識
経
験
者
委
員
に
は
馬
渕
文
雄

氏
（
小
田
）、
議
会
選
出
委
員
に
は

辰
柳
敬
一
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

馬
渕
委
員
は
新
任
で
、
辰
柳
委
員

は
再
任
で
す
。

任
期
は
、
馬
渕
委
員
が
平
成
24
年

１
月
23
日
か
ら
、
辰
柳
委
員
は
、
24

年
１
月
20
日
か
ら
４
年
間
で
す
。
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